
方

針

「

一

致

団

結

」

要

望

事

項

「
無
限
の
錬
磨
」

「
明
る
く
楽
し
く

前
向
き
」
を
掲
げ
、

在
任
の
３
年
間
、

令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
伴
う
災

害
派
遣
、
各
種
練

成
訓
練
に
よ
り
連

隊
を
統
率
し
、
部

隊
・
隊
員
の
練
度

向
上
、
民
生
の
安

定
に
尽
力
さ
れ
た
。

離
任
式
の
後
、
駐

屯
地
の
隊
員
に
見

送
ら
れ
、
拍
手
の

中
、
豊
川
駐
屯
地

を
後
に
し
た
。

近
藤
１
佐
は
令

和
6
年
３
月
16
日

付
で
陸
将
補
に
特

別
昇
任
し
定
年
退

官
さ
れ
た
。

連
隊
は
令
和
８
年
３
月
16
日
、

豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
中
部
方

面
混
成
団
長
（
野
口
１
佐
）
立

会
の
も
と
、
第
12
代
第
49
普
通

科
連
隊
長
杵
淵
賢
一
（
き
ね
ぶ

ち

け
ん
い
ち
）
１
等
陸
佐
の

着
任
式
を
挙
行
し
た
。
中
部
方

面
混
成
団
長
か
ら
の
紹
介
の
後
、
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主な記事

１
面 

杵
淵
１
佐
着
任
・
近
藤
１
佐
離
任

２
面 

混
成
団
訓
練
検
閲
・
連
隊
競
技
会
・
連
隊
記
念
行
事

３
面 

人
事
往
来
・
優
秀
隊
員
紹
介

４
面 

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
・
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

＜主要経歴＞
平成 ８年 ３月 第４０普通科連隊 （小 倉）
平成１８年 ８月 第４師団司令部第３部 （福 岡）
平成２０年 ８月 第２７普通科連隊第３中隊長 （別 海）
平成２２年 ８月 陸上幕僚監部人事部人事計画課 （市ヶ谷）
平成２３年 ８月 幹部学校教育部（ＣＧＳ学生） （目 黒）
平成２５年 ８月 第１５旅団司令部第１部長 （那 覇）
平成２７年 ８月 北部方面総監部防衛部防衛課 （札 幌）
平成２９年 ８月 統合幕僚監部総務部

人事教育課人材育成班長 （市ヶ谷）
令和 元年１２月 第１７普通科連隊長 （山 口）
令和 ３年１２月 第３陸曹教育隊長 （板 妻）
令和 ５年１２月 旭川駐屯地業務隊長 （旭 川）
令和 ７年１２月 教育訓練研究本部教育部教官 （目 黒）
令和 ８年 ３月 現 職

第１１代 第４９普通科連隊長

   近藤１佐 離任

隊
務
を
運
営
す
る
。

諸
官
は
こ
れ
を
具
現

す
る
た
め
の
要
望
事

項
を
常
に
意
識
し
て

隊
務
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

強
い
部
隊
は
一
朝
一

夕
に
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
地
道
に
少

し
ず
つ
、
時
間
は
か

か
る
だ
ろ
う
が
私
に

付
い
て
き
て
も
ら
い

た
い
。
皆
の
助
け
が

必
要
だ
。
よ
ろ
し
く

頼
む
。
」
と
訓
示
し

た
。

杵
淵
連
隊
長
は
統
率
方
針
「
任

務
の
完
遂
」
と
し
、
「
使
命
の

確
立
と
堅
持
」
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
そ
の
た
め
の
心
理
的
安
全

性
の
確
保
」
「
勝
ち
に
こ
だ
わ

り
敗
け
な
い
を
追
求
」
を
要
望

事
項
と
し
た
。
着
任
に
あ
た
り

「
本
職
は
統
率
方
針
に
基
づ
き

12

49

第

代 

第

普
通
科
連
隊
長

 

杵
淵
１
佐 

着
任

統率方針

要望事項

「任務の完遂」

「使命の確立と堅持」
「チームワークとそのための

心理的安全性の確保」
「勝ちにこだわり敗けないを追求」

混成団長による紹介

初登庁・出迎え

巡閲（着任式）

連
隊
は
令
和
８
年
３
月

13
日
、
豊
川
駐
屯
地
に
お

い
て
中
部
方
面
混
成
団
長

（
野
口
１
佐
）
立
会
の
も

と
、
第
11
代
第
49
普
通
科

連
隊
長
近
藤
浩
行
１
等
陸

佐
の
離
任
式
を
挙
行
し
た
。

近
藤
連
隊
長
は
令
和
５

年
３
月
着
任
以
来
、
統
率



（２）

指
揮
を
執
る
近
藤
連
隊
長
（
当
時
）

令和７年度混成団訓練検閲

連
隊
は
、
令
和
８
年
２

月
９
日
か
ら
15
日
の
間
、

川
西
駐
屯
地
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
令
和
７
年
度
混

成
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
し

た
。
検
閲
は
Ｉ
Ｃ
Ｅ
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
指
揮
所

演
習
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

作
戦
計
画
の
作
成
か
ら
戦

闘
指
導
に
お
け
る
指
揮
幕

僚
活
動
を
主
要
演
練
項
目

と
し
て
評
価
を
受
け
た
。

師
団
の
先
遣
と
し
て
師

団
主
力
の
作
戦
を
容
易
化

す
る
任
務
を
与
え
ら
れ
た

連
隊
は
、
第
６
施
設
群
、

中
部
方
面
特
科
連
隊
第
２

大
隊
及
び
第
３
０
６
普
通

科
直
接
支
援
中
隊
の
配
属

を
受
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

上
の
戦
場
に
お
い
て
情
報

と
火
力
の
連
携
を
重
視
し

令
和
７
年
度
武
装
走
競
技
会

・
令
和
７
年
度
射
撃
競
技
会

令和７年度連隊武装走競技会
中隊の部
優勝 第１中隊
チームの部
第１位 第４中隊 チーム大島

令和７年度連隊射撃競技会
戦闘射撃（組）
優勝 本部管理中隊
機関銃射撃
中隊の部
優勝 第４中隊
個人の部
第１位 第４中隊 池ノ上２曹

競技結果

第４９普通科連隊広報紙「よくゆく」 第１７３号 令和８年４月９日発行

た
戦
闘
に
よ
り
敵
を
撃
破

す
る
こ
と
で
師
団
の
作
戦

に
寄
与
し
た
。

訓
練
検
閲
終
了
式
に
お

い
て
統
裁
官
（
混
成
団

長
）
は
「
本
検
閲
に
お
い

て
こ
れ
ま
で
の
練
成
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
任

務
達
成
に
向
け
て
邁
進
し

た
と
認
め
る
。
本
検
閲
で

の
成
果
を
踏
ま
え
更
な
る

練
度
向
上
を
図
っ
て
も
ら

い
た
い
。
特
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
階
層
に
お
い
て
、
指

揮
の
要
訣
を
常
に
意
識
し

常
即
一
体
と
な
っ
た
実
員

指
揮
に
よ
り
任
務
を
達
成

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

演
練
し
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
講
評
を
述
べ
検

閲
を
締
め
く
く
っ
た
。

連
隊
は
令
和
８
年
３
月
２
日

か
ら
６
日
の
間
、
令
和
７
年
度

連
隊
射
撃
競
技
会
及
び
令
和
７

年
度
連
隊
武
装
走
競
技
会
を
実

施
し
、
基
礎
体
力
・
戦
技
能
力

の
向
上
、
団
結
の
強
化
及
び
士

気
の
向
上
を
図
っ
た
。

連
隊
武
装
走
競
技
会
は
装
備

を
身
に
着
け
た
５
～
６
名
編
成

の
チ
ー
ム
に
よ
り
駐
屯
地
内
の

３
㎞
の
コ
ー
ス
を
走
行
し
、
平

均
タ
イ
ム
及
び
着
順
を
も
っ
て

中
隊
及
び
チ
ー
ム
の
順
位
を
決

定
し
た
。
コ
ー
ス
の
途
中
に
無

線
機
操
作
、
第
一
線
救
護
及
び

防
衛
法
制
の
問
題
回
答
の
セ
ク

シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、
チ
ー
ム

の
走
力
は
も
と
よ
り
各
種
知

識
・
技
能
の
練
度
の
高
さ
が
競

技
結
果
に
大
き
く
影
響
し
た
。

連
隊
射
撃
競
技
会
は
戦
闘
射

撃
（
組
射
撃
）
の
部
及
び
機
関

戦闘射撃（組） 機関銃射撃

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

武装走

連隊創隊 周年 22

銃
射
撃
の
部
の
二
部
門
に
よ
り

競
技
が
行
わ
れ
、
戦
闘
射
撃
に

お
い
て
は
小
銃
手
二
人
一
組
で

移
動
し
な
が
ら
至
近
距
離
射
撃

を
行
い
、
機
関
銃
射
撃
は
各
普

通
科
中
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
射

手
が
５
．
５
６
㎜
機
関
銃
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
の
射
撃
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
射
撃
精
度
が
競
わ
れ
、

各
競
技
会
の
目
的
が
達
成
さ
れ

た
。

連
隊
は
令
和
８
年
３
月
26
日
、
豊
川
駐
屯

地
に
お
い
て
、
連
隊
創
隊
22
周
年
記
念
行
事

を
実
施
し
た
。
第
10
特
科
連
隊
内
に
編
成
さ

れ
た
コ
ア
普
通
科
連
隊
準
備
隊
を
基
に
平
成

16
年
3
月
29
日
に
編
成
完
結
し
て
以
来
22
年

を
迎
え
、
連
隊
後
援
会
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
、
隊

員
家
族
を

招
待
し
、

隊
員
と
と

も
に
節
目

を
祝
っ
た
。



連
隊
本
部
へ

３
尉

田
口 

勝
己
（
重
迫
撃
砲
中
隊
）

准
尉

太
田 

博
仁
（
本
部
管
理
中
隊
）

本
部
管
理
中
隊
へ

１
尉

藤
波 

孝
之
（
第
１
中
隊
）

２
曹

奥

 

登
志
和
（
第
１
中
隊
）

３
曹

宮
竹 

貴
大
（
第
２
中
隊
）

第
３
中
隊
へ

２
曹

菅
野 

正
人
（
本
部
管
理
中
隊
）

第
５
中
隊
へ

１
尉

佐
野 

泰
弘
（
連
隊
本
部
）

准
尉

安
田

 

勝
之
（
連
隊
本
部
）

連
隊
本
部
へ

１
佐

杵
淵

 

賢
一
（
教
育
研
本
・
目
黒
）

１
尉

松
永 

公
正
（
１
０
４
補
・
島
松
）

１
尉

宮
川 

勇
（
女
教
隊
・
朝

霞
）

本
部
管
理
中
隊
へ

３
曹

伊
藤 

悠
太
（
14
普
連
・
金

沢
）

第
１
中
隊
へ

１
尉

藤
井 

信
次
（
18
普
連
・
真
駒
内
）

２
曹

柳
瀬 

知
彦
（
35
普
連
・
守

山
）

２
曹

向
平 

祐
太
郎
（
35
普
連
・
守

山
）

３
曹

原
田

 

怜
祐
（
14
普
連
・
金

沢
）

３
曹

橋
爪 

賢
太
郎
（
14
普
連
・
金

沢
）

第
３
中
隊
へ

１
曹

渡
邊 

道
則
（
14
普
連
・
金

沢
）

２
曹

兼
田 

崇
弘
（
10
後
支
・
春
日
井
）

３
曹

辻

 

勇
輝
（
35
普
連
・
守

山
）

第
４
中
隊
へ

１
曹

大
谷 

尚
久
（
中
即
連
・
宇
都
宮
）

２
曹

迫
田

 

崇
志
（
47
普
連
・
海
田
市
）

３
曹

山
本

 

翔
一
（
14
普
連
・
金

沢
）

３
曹

河
瀨 

雄
斗
（
35
普
連
・
守

山
）

第
５
中
隊
へ

准
尉

都
地 

伸
彦
（
35
普
連
・
守

山
）

重
迫
撃
砲
中
隊
へ

２
曹

橋
本 

幸
育
（
35
普
連
・
守

山
）

本
部
管
理
中
隊

即
２
曹

辻
元 

真
一

第
２
中
隊

即
２
曹

桑
室 

和
幸

第
３
中
隊

即
２
曹

佐
藤 

英
明

第
５
中
隊

即
１
曹

鳥
居 

幸
平

同

即
２
曹

藤
木 

幸
二

同

即
２
曹

岡
山 

和
弘

重
迫
撃
砲
中
隊

即
曹
長

小
林 

紀
美
江

同

即
２
曹

今
井 

啓
二

（３）

防
衛
大
臣
表
彰

（
30
年
）

陸
上
幕
僚
長
表
彰

（
20
年
）

中
部
方
面
総
監
表
彰
（
10
年
）

部
内
異
動

転
入
者

<

令
和
８
年
３
月
16
日
付>

中
部
方
面
混
成
団
長
表
彰
（
５
年
）

ご
栄
転

令

和

７

年

度

即

応

備

自

衛

官

永

年

勤

続

者

表

彰

栄

光

人
事
往
来
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<

令
和
８
年
３
月
16
日
付>

本
部
管
理
中
隊
か
ら

２
曹

平
田 

弘
樹
（
豊
川
駐
業
・
豊
川
）

２
曹

山
﨑 

辰
則
（
10
司
付
・
守

山
）

第
１
中
隊
か
ら

１
曹

星
場 

彦
志
（
14
普
連
・
金

沢
）

２
曹

鈴
木 

智
明
（
体
育
学
校
・
朝
霞
）

３
曹

加
納 

拓
海
（
中
即
連
・
宇
都
宮
）

第
３
中
隊
か
ら

１
曹

手
綱 

秀
人
（
34
普
連
・
板

妻
）

２
曹

本
井 

純
（
14
普
連
・
金

沢
）

２
曹

矢
澤 

信
也
（
35
普
連
・
守

山
）

第
４
中
隊
か
ら

１
尉

米
山 

幸
一
（
富
士
学
校
・
富
士
）

１
曹

箕
浦 

禎
夫
（
35
普
連
・
守

山
）

１
曹

大
島 

勝
高
（
47
普
連
・
海
田
市
）

２
曹

齊
藤

 

正
樹
（
需
品
学
校
・
松
戸
）

２
曹

大
竹 
眞
二
（
板
妻
駐
業
・
板
妻
）

第
５
中
隊
か
ら

１
尉

早
川 
勉
（
富
士
学
校
・
富
士
）

２
尉

岩
岡 

和
之
（
女
教
隊
・
朝

霞
）

准
尉

渡
邉 

学
（
１
普
連
・
練

馬
）

重
迫
撃
砲
中
隊
か
ら

３
曹

藤
川 

知
弘
（
国
際
教
・
駒

門
）

<

令
和
８
年
３
月
16
日
付>

本
部
管
理
中
隊

即
１
曹

前
田

  

茂

第
１
中
隊

即
１
曹

新
田 

兼
也

第
４
中
隊

即
１
曹

福
西 

悟
夫

重
迫
撃
砲
中
隊

即
２
曹

上
岡 

千
夏

同

即
３
曹

翁
長 

雄
輝

同

即
３
曹

原
田

 

稔

本
部
管
理
中
隊

即
３
曹

坂
尾 

和
貴

同

即
士
長

東

昌
利

同

即
士
長

山
端

 

健
太

第
１
中
隊

即
３
曹

岩
本

 

竜
治

同

即
３
曹

白
井

 

果
奈

第
２
中
隊

即
３
曹

内
藤

 

誠
哉

同

即
３
曹

野
口

 

賢
一

同

即
３
曹

松
村

 

龍
也

同

即
士
長

橋
井

 

優
人

第
３
中
隊

即
２
曹

硲

 

旭
生

同

即
３
曹

津
呂

 

翔

第
４
中
隊

即
３
曹

島
田 

湧

同

即
３
曹

竹
村

 

龍
馬

同

即
３
曹

藤
井

 

洋
史

同

即
３
曹

山
田

 

一
徳

同

即
士
長

宮
城

 

和
章

第
５
中
隊

即
３
曹

尾
崎

 

陽
平

同

即
３
曹

高
橋

徹

同

即
３
曹

内
藤

 

健
太

同

即
３
曹

平
野

 

彰
仁

同

即
３
曹

宮
内

 

勇
人

同

即
３
曹

櫻
井

 

亮
輔

同

即
士
長

阪
本

 

芳
弘

同

即
士
長

中
野 

邦
亮

第
５
中
隊

即
士
長

花
村 

信
幸

本
部
管
理
中
隊

即
３
曹

西
良 

波
隼

同

即
士
長

小
倉

 

正
樹

同

即
士
長

野
田

 

龍
史

第
１
中
隊

即
３
曹

杉
岡

 

一
樹

同

即
士
長

奥
﨑

恭
平

同

即
士
長

小
林

優
紀

同

即
士
長

月
岡

大
介

同

即
士
長

水
口

翔
太

第
２
中
隊

即
３
曹

松
井

 

弘
幸

同

即
士
長

島
津

 

隆
太

同

即
士
長

福
田

 

尚
輝

第
３
中
隊

即
３
曹

柴
田 

龍
三
郎

同

即
士
長

大
道

 

正
也

第
４
中
隊

即
士
長

金
子 

康
幸

第
５
中
隊

即
３
曹

山
田

 

貴
史

同

即
士
長

浅
尾

 
 
 

楽

同

即
士
長

滝
川

 

純
史

同

即
士
長

水
野

 

元
気

同

即
士
長

和
田

 

浩
亮

重
迫
撃
砲
中
隊

即
３
曹

中
村 

雄
大

５
万
㎞

第
１
中
隊

３
曹

加
納 

拓
海

第
５
中
隊

２
曹

南
田 

慧
一

同

３
曹

船
木 

孝
明

10
万
㎞

本
部
管
理
中
隊

２
曹

平
田 

弘
樹

第
４
中
隊

２
曹

河
原
田 

英
樹

車
両
無
事
故
走
行

＊
所
属
は
受
賞
時
の
も
の

重
迫
撃
砲
中
隊
へ

２
尉

濵

 

大
輔
（
連
隊
本
部
）

第
49
普
通
科
連
隊

後
援
会

副
会
長

田
内

 

正
宏

様

個
人
戦
の
部

90
㎏
級

第
三
位

重
迫
中
隊

２
曹

森
川 

祥
大

令
和
７
年
度
連
隊
長
感
謝
状

第
40
回
全
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会

第
47
回
全
国
自
衛
隊
柔
道
大
会

44
歳
以
下
の
部

第
二
位

重
迫
撃
砲
中
隊

３
曹

鈴
木 

祥
太
郎



思
い
起
こ
せ
ば
34
年
前
、
２
任
期

満
了
で
退
職
し
て
か
ら
７
年
ほ
ど
予

備
自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
招
集
訓
練
の
際
、
即
応
予
備
自

衛
官
に
な
ら
な
い
か
と
誘
わ
れ
ま
し

た
が
、
当
時
自
分
が
で
き
る
の
か
自

信
が
無
く
断
っ
た
の
で
す
が
、
翌
年

の
招
集
訓
練
の
時
に
挑
戦
し
て
み
よ

う
と
い
う
気
持
ち
が
沸
き
、
即
応
予

備
自
衛
官
へ
の
志
願
を
決
め
ま
し
た
。

初
め
の
頃
は
49
普
連
が
立
ち
上

が
っ
た
ば
か
り
で
手
探
り
の
訓
練
か

ら
始
ま
り
、
所
属
す
る
補
給
小
隊
は

ど
ん
な
業
務
を
す
る
の
か
を
覚
え
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
仲
間
と
共
に

一
か
ら
技
術
等
を
覚
え
な
が
ら
知
識

を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

30
年
間
、
即
自
仲
間
や

後
輩
、
常
備
自
衛
官
の

方
々
に
助
け
て
も
ら
い
つ

つ
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

普
通
科
出
身
で
は
あ
り

ま
す
が
、
即
応
予
備
自
衛

官
に
志
願
す
る
ま
で
の
間

に
体
力
が
い
く
ら
か
落
ち

て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
体

力
検
定
に
も
徐
々
に
合
格

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
即

応
予
備
自
衛
官
と
し
て
活

動
す
る
う
ち
に
一
曹
に
昇

任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。定

年
ま
で
残
り
少
な
い

で
す
が
、
階
級
に
見
合
う

よ
う
日
々
一
層
努
力
し
て

精
進
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

（４）

Gallery Forty Nine 
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30
年
を
振
り
返
り

本
部
管
理
中
隊

即
応
予
備
１
等
陸
曹

前
田

 

茂

予備自衛官及び即応予備自衛官の永年勤続表彰

私
は
現
在
お
笑
い
芸
人
や
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
し
て
活
動

し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
度
即

応
予
備
自
衛
官
と
し
て
な
ん
と

10
年
目
を
迎
え
る
。
即
自
に
入

る
と
同
時
に
芸
人
養
成
所
に
入

っ
た
の
で
、
芸
人
活
動
も
10
年

目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
芸
人

の
養
成
所
で
は
提
出
物
を
提
出

し
な
い
、
遅
刻
す
る
、
ヘ
ラ
ヘ

ラ
し
て
い
る
。
そ
ん
な
見
た
こ

と
な
い
人
種
の
人
が
沢
山
い
た
。

自
衛
隊
で
は
考
え
ら
れ
な
い
世

界
だ
っ
た
の
で
、
正
直
ス
ト
レ

ス
も
感
じ
た
。
し
か
し
、
即
自

21
年
間
を
振
り
返
り

第
３
中
隊

即
応
予
備
２
等
陸
曹

佐
藤

 

英
明

21
年
前
、
２
任
期
満
了
で
現
在
の
職
場

に
就
職
し
、
数
年
ほ
ど
予
備
自
衛
官
の
訓

練
に
参
加
し
て
い
た
あ
る
日
「
即
応
予
備

自
衛
官
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
地
本

か
ら
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。
当
初
は
年
間

30
日
と
い
う
出
頭
日
数
と
原
隊
が
普
通
科

で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
「
す
で
に
所
属
し
て

い
る
即
自
隊
員
は
元
の
職
種
が
普
通
科
以

外
の
隊
員
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
隊
員
が
年
間
30
日
出
頭
を
達

成
し
て
い
る
」
と
の
説
明
を
受
け
、
会
社

側
に
相
談
だ
け
で
も
と
思
い
上
司
に
話
を

し
た
と
こ
ろ
承
諾
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

招
集
訓
練
で
は
普
通
科
の

動
き
が
全
く
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
常
備
自
衛
官
、

即
応
予
備
自
衛
官
の
先
輩
方

に
教
わ
り
な
が
ら
新
鮮
な
気

持
ち
で
訓
練
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
当
初
は
小
銃
小
隊

で
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
た
に
中
隊
に
狙
撃

班
が
編
成
さ
れ
た
際
、
狙
撃

班
に
配
置
さ
れ
狙
撃
手
と
し

て
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
狙
撃
手
と
し

て
の
訓
練
も
分
か
ら
な
い
事

ば
か
り
で
し
た
が
、
狙
撃
手

と
し
て
の
基
礎
技
術
か
ら
教

育
が
始
ま
り
座
学
か
ら
野
外

で
の
行
動
訓
練
を
通
じ
て
少

し
ず
つ
自
ら
の
技
能
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
早
10
年
が
経
過
し
、

気
が
付
け
ば
狙
撃
班
の
中
で
最

年
長
の
立
場
と
な
り
ま
し
た
。

10
年
以
上
訓
練
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
技
能
向

上
を
図
れ
る
余
地
が
残
っ
て
お

り
、
今
後
も
自
ら
の
練
度
の
維

持
向
上
を
目
標
に
訓
練
に
取
り

組
む
と
と
も
に
後
輩
隊
員
に
狙

撃
手
と
し
て
学
ん
で
き
た
技
能

を
普
及
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

個
人
的
に
即
自
訓
練
の
良
い

と
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
普
段
は

全
く
異
な
る
職
場
で
働
い
て
い

る
人
達
が
集
ま
っ
て
同
じ
訓
練

を
し
て
い
る
点
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
様
々
な
経
験
を
持
っ
た

人
達
の
考
え
や
話
に
触
れ
る
こ

と
で
、
自
分
が
現
在
働
い
て
い

る
職
場
の
仕
事
内
容
を
客
観
的

に
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

芸
人
活
動
と
共
に
歩
む

即
応
予
備
自
衛
官

重
迫
撃
砲
中
隊

即
応
予
備
２
等
陸
曹

上
岡

千
夏

の
訓
練
に
行
く
と

自
衛
隊
の
ノ
リ
が

通
じ
る
、
意
思
疎

通
が
取
れ
る
、
感

覚
が
似
て
い
る
、

そ
ん
な
仲
間
が
い

上
手
く
例
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
自

分
の
中
で
何
か
が
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
る
よ
う

に
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
後
の

様
々
な
変
化
に
も
対

応
し
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
確
実
に
こ
な

し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

る
の
で
救
わ
れ
た
。
訓
練
期

間
中
、
空
き
時
間
に
ネ
タ
を

披
露
し
、
皆
さ
ん
に
見
て
頂

く
こ
と
が
あ
る
。
全
然
ウ
ケ

な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
養
成

所
時
代
か
ら
ず
っ
と
常
備
、

即
自
の
皆
さ
ん
は
私
の
活
動

を
応
援
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。

私
が
10
年
も
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
の
も
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

今
年
も
色
ん
な
挑
戦
を
し

て
夢
を
叶
え
た
い
。
今
も
私

の
中
で
「
挑
戦
・
挑
め
！
果

敢
に
」
は
続
い
て
い
る
。

訓
練
中
の
佐
藤
即
２
曹
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